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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、格差社会を総合的に評価
するため、個人のライフ・スタイルの多様化
に対応した消費水準に基づく経済的な不平
等の計測と住居から得られるサービスにつ
いてライフ・ステージによる変化を考慮した
計測方法を開発することによって、格差社会
と呼ばれるものを総合的に評価する方法を
提案する。 
 分析を通じて、従来提案された経済的な不
平等尺度を修正し格差社会を総合的に評価
するための新たな指標や評価方法について
提案を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 格差社会を総合的に評価するための指
標として、政府統計による不平等の評価方法
の一つとして、家計による資本の所有形態や
家事方法の違いに基づいた格差の発生につ
いて、一人当たりの生産性を分化し、消費水
準の格差との関連について地域経済的な格
差を評価する手法について論文を発表した。
この論文については、現在、時間的な変化を
含んだ評価方法への拡張を進めている。 
(2) 個人のライフ・スタイルの多様化に対応
した消費水準に基づく経済的な不平等の計
測と住居から得られるサービスにかんする、
アンケートを具体的に作成し、2008年度に
関東地域を対象とした第1回目の調査、200
9年度に、関西地域を対象とした第2回目の
調査を行った。 

2008年度の調査については、2009年度中
に分析を進め、海外を含む 3つの学会で、居
住環境の評価方法に関連した論文の報告を

行った。2010年度では 2009年度に行った調
査をもとに論文をまとめる予定である。 

2009 年度に行なった調査については、現
在データの整理を進めており、2010 年度中
に分析を行い論文にまとめる予定である。 
(3) 2007年度、2008年度及び 2009年度に
行った、中華人民共和国、タイ、ベトナム、
大韓民国及び台湾における調査より、高齢化
の進展度合い、生活習慣の相違、自然環境の
違いによる生活の豊かさの質的な違いは、格
差の評価に対して多くの問題点を明らかに
するものであった。国際比較のためには、何
らかの金額表示された経済指標をもとに、格
差の程度を計測し、比較することが必要であ
るが、現在、指標の作成可能性について検討
中である。 
(4) アンケート調査に基づく論文の他には、
個人の消費水準をさらに検討し、ライフ・ス
タイルの変化や過去及び未来の景気変動の
影響を考慮した経済的な不平等の計測を試
みる新たな格差の評価方法について理論的
に検討中である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 

2008年度に第 1回目、2009年度に第 2回
目の調査を終えており、分析に必要なアンケ
ート調査自体は終了している。また、中華人
民共和国、タイ、ベトナム、大韓民国及び台
湾、5 カ国のアジアにおける格差問題に関連
する調査も行った。現在、アンケート調査を
もとに論文を作成していること、アジアでの
調査も考慮した指標の作成可能性について
理論的に検討中である。この他にも、政府統
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計による格差評価の手法について、論文 1本
を発表済みであり、現在この論文をさらに発
展させた研究を継続中である。以上のことか
ら判断して、研究の達成度は約 75％であると
判断する。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 2008年度に実施した第1回目アンケート
調査をもとに作成した3本の論文について、
現在英文化し、国際学会での報告および国際
的な査読雑誌への投稿を準備している。また、
2009年度に実施した第2回目アンケート調
査をもとに現在論文作成のためのデータの
整理を進めており、今年度中には学会報告可
能な論文にまとめる予定である。 
格差社会を総合的に評価する指標につい
て、アンケート調査に基づく論文をもとに、
個人の消費水準をさらに分解し、ライフ・ス
タイルの変化や過去及び未来の景気変動の
影響を考慮した経済的な不平等の計測を試
みる新たな格差の評価方法について理論的
な研究を進めており、この研究については今
年度中に、データを用いた実証分析を伴った
論文の形にまとめる予定である。 
 更に、いくつかの国においてヒアリング調
査を行い、居住環境と家族構成の関係や、家
族構成の違いによる居住環境から得られる
効用水準の違いに対してこれらの国々では
どのように考えられているのかを調査する。 

 以上の研究の中でまとめられた個々の論
文について、国内外での学会での報告、国際
的な学術雑誌への投稿、という形で、個々の
研究成果として発表するとともに、最終年度
である2010年には、総合的にこれらの研究成
果をまとめた報告書を作成する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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